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＜連絡事項＞
· 院内研修、本日まで。

· 明日から2日間、看護グループ内研修実施予定。

· 人事考課表の提出明日まで。

＜利用者様情報＞
冨田　紀子様～今朝のミーティング終了後、廊下にしゃがみ込み顔面蒼白・手指のチアノーゼ・吃逆様の呼吸見られている。吐き気もあると話しているが、トイレにて唾のみ吐き出している。バイタルサインの異常はなく、5分程で状態改善し顔色も戻っている。「10年前から同じ状態になることはあるけど、こんなに苦しいのは今回が初めて」と話しており、外来受診を行うよう促しているが拒否。担当医への相談を促しても、担当医へ伝えることも拒否している。

大久保律子様～昨日の田向様への訴えは、今朝の挨拶を交わしてからはどうでも良くなったと話しており、交流持って過ごしている。定時前の帰宅を希望しており、「早く帰りたいと思うと具合が悪くなる」と話している為、定時まで過ごせるよう促している。

大久保恒夫様～膝の痛みを訴え、15：00の帰宅を希望。帰宅後自宅にて休み、明日外科受診するとの事。本日定時まで過ごし、明日の朝に外科受診するよう促すと、しぶしぶ了承している。

山田　健次様～右ひざの痛みを訴え来所時から表情の硬さ見られている。昼食前には、「デイケアが騒がしくて居られない」と訴えており、早めの帰宅を希望。身体的な不調による帰宅ではないことをスタッフへ伝えて来られている。

細越　定生様～プログラムの内容が自分には必要ないとイライラした口調で話しており、プログラム中の途中退席を希望。プログラム後、スタッフに対して同様のことを訴えており、「自分の出来る範囲で参加している。自分に必要ないプログラムには参加したくないってていう意見は間違っているのか」と話す。デイケアは集団プログラムの場である為、周囲と協力したり周りに合わせようとすることも必要であると説明。また、意見を出すにしても、周囲に不快感を与えない方法を考慮しなくてはならないこと説明するが、「周りにこびを売るつもりはない」と話されている。

大久保康弘様～本日お兄様が生活費を渡す為に訪問したとの事で、お兄様から週1日のデイケア利用について許可をもらったと報告。スタッフからお兄様へ連絡し、デイケア利用についての確認を行い、週1日利用の承諾を得ている。お兄様から気になる点としては、身体が震えている感じがあり気になったとの事。今後は、関係機関でのケア会議を行い、デイケア利用について進めていく。

＜外来情報＞

中村　鶴子様～日記を見せており、三ツ矢サイダーを飲むと胃が良くなると記載している為、担当医から誤った解釈である事を説明している。幸房に遅刻・早退をしている為、仕事をする上では認められない行動である為、バスの都合など来所出来る時間を幸房スタッフと話し合って仕事の時間を調整するよう説明している。デイケアの利用は週1日の継続で良いと伝えている。

溝越　キク様～1週間位眠れず夜間の寝つきに1時間ほど要し、夜2時～3時頃には覚醒してしまうとの事。内服調整し、ハルラックとフルニトラゼパムが追加処方となっている。タバコを減らそうと思い、昨日は5本で抑えることが出来たが、今朝はすでに6本吸ってしまったとの事。

秋山　和子様～母と喧嘩することはないとの事。体重53.2kg。

川口　尚良様～タバコを止めることが出来ないと話しており、1日10本程吸っているとの事。断酒することが出来た為、禁煙することも可能と話している。禁煙外来の案内を来週渡す事としている。酒のＣＭに出ている女優を見ると飲酒したいと思うと話している。通所スタッフからも言われた為、来月あたりにＡＡにいこうと思っているとの事。

吉田　富秋様～タバコが値上がりする為、タバコの量を減らしたいと話す。電子タバコを利用している人がいる為、電子タバコを購入したいと考えているとの事。昼食の量が足りないと訴えあり、担当医から普通盛り（現在軽食）の許可を得ている。体重を増やさないよう指導あり。

巴　　勇樹様～幸房に行き仕事をしたいと希望あり。担当医からはタバコをもらわないよう指導受けている。

番沢　政勝様～友達がいないため話をする人がいないと話している。

村上　元道様～24日に幸房の給料が入り、Ｃランクであったことを報告。10/1（金）にスタッフと面談行うと話しており、注意を受けても忙しくて直すことが出来なかったと自分の振り返りを行っている。

＜事例検討＞

下妻　康貴様（37）統合失調症　　ナイトケア利用開始：5年7ヶ月　　出席率：70％前後

検討内容　治療計画の評価と本人の状態報告

治療計画

1 相談したいことがある際には、生活状況を確認しながら、その都度面談を行っていく。

2 別な仕事をしてみたいとの希望はあるが、具体性に欠ける。本人が転職したい際には、本人の能力をアセスメントし自分の出来ることと照らし合わせていき、本人の希望を形に出来るようサポートしていく。

評価
1 について

· 本人へ面談の時間を遭えてスタッフから設定しないことを伝え了承を受けている。本人から話をしたいときには、自分から話し掛けてくることが出来ている。

· 現在の生活では特に困っていることは無く、小さなことであれば都度自分で対処出来ているとの事。

2 について

· 他の仕事をしたいとは考えているが、現在の仕事に対して大きな不満は無い為、転職は急いでいないとの事。

· 8月までは職安を利用していたが、現在は仕事探しは行っていないと報告あり。

· パセリー菜で困っている事として、客からレジ打ちを頼まれても、レジ打ちは任せてもらえていない事を挙げている。仕事内容を増やしたいという希望は聞かれている為、自分から職場へと希望を伝えて見ると話している。

· 転職を本気で考えたときにはスタッフへ相談すると話しており、その際には関係機関とも連携を取り、サポート体制を整えて欲しいと話している。

今後の治療計画

①②共に継続。本人からも治療計画については継続で良いと了承を得ている。

本人の状態報告（面談実施内容）

· 金銭・生活面では困っていることは無く、現状で満足しているとの事。

· 病状変化への不安を訴えており、長期間安定している為、自分の病状悪化時の状態が分からないことが不安だと話している。本人としては、理由無く不安がこみ上げてくる事があると報告しており、そのことが病状の変化と関係していると考えている様子。

· 内服を続ける事についての不安を訴えており、「いつまで飲みつづけるのか不安になる」と話す。断薬の危険性と副作用の怖さの両方を理解している為、薬については不安に思うことがあると話している。

· 自分の状態で気になる事として、「言葉が詰まっている感じがする」と訴える。発病時には話しが出来なかった為、今は改善したとは感じているが、感じたことや思ったことを頭で考えてから発言する為、言葉が詰まっているように思ってしまうとの事。スタッフからは、言葉は流暢である事を伝えている。

＜勉強会＞

内容：ミーティングについて

※事前に資料を渡しておき、資料についての意見交換会を実施

意見交換内容

· 資料を読んでいて利用者を思い浮かべながら読むことが出来た。同じようなケースはどこにでもあるんだなと思った。

· 今日のミーティングで戸を閉めて行っていたことで、治療構造を守って実施してくれたことがうれしかった。

· グループ単位で新しいことについて取り組んだり話をするとあるが、全体のミーティングでは新しい人について触れても、プログラム毎のグループでは触れないなど、通所ではグループがグループとして機能していない感じがする。

· 利用者の中に、グループを意識して参加しているという人はいないように感じる。

· グループの枠があやふやなると、グループとしての治療の質も落ちてしまう。

· デイケアでのグループの凝集性が高まることで、リハビリの効果が発揮されないという意味について理解できない。

⇒グループの中での自由度を残しておかないと、言いたいことを人前で言えない等の目的としているリハビリとは逆の環境となってしまうという解釈が出来る。

　なんとなくまとまりを持つという事が良い事とは限らない。

· 集団を意識しすぎると、集団の中の個を見ることが出来なくなってしまう。

· ミーティングを行うことが難しいと感じた。

⇒ミーティングをグループとして捉えているからこその感じ方といえる

· プログラムへの反対意識（参加したくない）を持つあまり、プログラム・全体ミーティングの全てに参加する事が出来ず、グループに入ることが出来ない環境を自分で作り出してしまっているメンバーがいる。

⇒グループに参加する事が出来ずプログラムに入りたくないという方に対して、デイケアを利用する目的・意味はあるのだろうかと考えてしまう。

· デイケアのミーティングの構造を変化してからは、ミーティング終了の挨拶前に席を立つ方はいなくなった。又、挨拶を行った方に対して、自然と拍手が起こるようになった。

意見交換を実施してみて

· グループ内でのメンバーの動きをレヴューする時間を設けることで、変化を多角的に捉えることが出来る。

· 定期的に振り返りを行うことで、ミーティングという場所が治療効果を持つ場所である事を忘れずに関ることが出来る

⇒定期的にカンファレンス内にて時間を設けることを検討

